
研究主題：主体的、対話的で深い学びの実現を目指して（２年次） 

 

 

 

 

 

 

「知識・技能」も大切です② 
 前号で「知識・技能」の習得は、ときに子どもたちにとって苦しい学習になると書きました。その

イメージは「ドリル学習」です。漢字や計算の仕方を習得するには、何度も練習する必要がありま

す。でも、それを乗り越えて覚えたとき、できたときの達成感は何ものにも代えがたいですよね。 

 

でも、そもそもなぜ「知識・技能」を習得しなければならないのでしょう？例えば、足し算や引き

算、かけ算、わり算の四則演算を習得するのは何のためですか？子どもたちに聞かれたら、何と答

えますか？「計算ができないと、買い物など日常生活で支障をきたす。」なんてことが考えられるか

もしれませんね。ならば、スマホを使ってはどうでしょう？「いやいや、スマホを持っていない人だ

っている。」こんな意見も出てきそうです。確かにそうですね。でも、最近のスーパーではそんなス

マホのようなものを貸してくれるところもあるようです。 

 

先日、買い物に行った山形市内の某スーパーでは「レジゴー」

という端末が置かれていました。商品のバーコードをスキャン

するたびに、代金が表示されます。４年生の算数で、およその

数で計算をするという学習がありますが、このシステムが当た

り前になったら、その学習もなくなるのでしょうか？おそら

く、答えは「ＮＯ」だと思われます。だって、「書写」や「そろ

ばん」の学習がまだ入っているんですよ。日常で使う機会なん

てほとんどなくなったのに…。「漢字」だって、わからなければパソコンやスマホで検索ですよね。 

 

こんなことを書くと、多くの団体を敵に回してしまいそうです。きっと「書写には書写の学びが

ある。」「そろばんという文化を学ぶのだ。」などと反論されそうです。こんな風にして、学校のカリ

キュラムは肥大化してきました。これを「カリキュラム・オーバーロード（負担過重）」と言うそう

です（裏面に関連記事を載せます）。 

 

本当ならば、カリキュラムの見直しが図られることが望ましいのですが、それはとてつもなく時

間のかかることです。ならば、そこに時間を費やすよりも、今の仕組みの中で、子どもたちがいかに

主体的に学習に向かえるかを考えた方が、得策のようですね。では、どうやったら、主体的に向かえ

るのでしょう？〈次号につづく〉 
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カリキュラム・オーバーロードと学びの個別化 

複雑性を増す国際社会では、より多様な知識やスキルを必要とすることから、カリキュラムも次

第に過密になる傾向があります。これをカリキュラム・オーバーロード（負担過重）と言い、日本に

限らず各国に共通して見られる課題となっています。 

内容の増分に合わせて単純に授業時数を増やそうとすれば、時間割のコマを増やしたり、15分モ

ジュールで隙間時間を埋めたり、行事や特別活動の時間を削ったりといった操作が必要ですが、や

みくもに授業時間や学校滞在時間を増やしてしまうのでは、子どもの生活の質(QoL : Quality of 

Life)にも影響します。 

年々過重になるカリキュラム負担を合理的に解消するために、注目されているのが「学習の時間

から学習の質」へのシフトです。つまり、学習の質を高めることで、時間をより有効に使えるよう工

夫しようというものです。 

もともと、単元に設定される標準時数は、配当学年の（多くは一斉）授業を基本として設けられ、

明示された時数を費やすことで必要な学習がなされた（情報伝達された）とみなすものですが、こ

れは 19 世紀以来の古い学校制度をそのまま引き継いだものに過ぎません。 

40 人の学級集団を 1 人の教員が相手すれば、たいがいは、教員が設定した授業進度からの「落

ちこぼれ」と「吹きこぼれ」が生じます。学習者の生活経験や事前知識、あるいは、学び方の特性は

バラバラなのに、授業の形が個人の勝手を許さないので、ある子どもにとっては、まったく意味が

分からず座っているだけになり、ある子どもにとっては、分かりきっていて退屈極まりない「低い

学習品質」の時間を無駄に過ごすことになります。 

近代以前の王侯貴族の子弟教育が家庭教師との 1 対 1 で行われたように、学習者の特性に合わせ

た「学びの個別化」はひとつの理想型です。学校教育では、限られた教員の人的リソースを補うため

に、大型ホストコンピュータを用いた CAI（Computer Assisted Instruction）が 1960 年代に

開発されました。学習者の回答パターンをコンピュータが即時に判断して、次の問題を出題するタ

イプの仕掛けが「学びの個別化」実現の切り札として、たびたび紹介されるようになったのです。 

最近では、AI を用いた個別最適化が注目されています。例えば、タブレット教材の Qubena 

(COMPASS 社)は、中学 1 年 1 学期（14 週）の数学カリキュラムをわずか 2 週間（7 分の 1）

で完了すると説明しています。学習内容は小学 1年から中学 3 年まで網羅されているので、学年を

さかのぼって、じっくり学び直しができるメリットもあります。 

コンピュータによる「学びの個別化」は、あらかじめ習得ゴールが決まっているような課題に対

して威力を発揮します。個別の学びの品質を高め、時間を効果的に使えば、より探究や対話や創造

が求められる活動に、より多くの時間を割くこともできるでしょう。その意味で、従前の情報伝達

型の授業形態が「学びの個別化」に取って代わられるのは時間の問題かもしれません。 
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